
「新潟県いじめＳＮＳ相談」を開設

します

いじめなどの悩みを抱える中高生にとっ

て、より相談しやすい体制とするため、従来

の電話やメールによる相談に加え、ＳＮＳ（コ

ミュニケーションアプリＬＩＮＥ）を活用し

た相談窓口を４月23日（月）から開設しまし

た。

現在、アクセスの集中を防ぎ、よりよい相

談ができるよう、一部地域の県立高校で先行

実施していますが、今後、対象を順次拡大し、

７月中旬には、県内全ての中高生を対象とし

た相談体制とします。

【相談イメージ】

中高生の様々な相談に対応するとともに、

いじめ等の早期発見、適切かつ迅速な対応に

努め、重大事案の未然防止に努めます。

全県教育長会議と県立学校長会議を

開催しました

４月19日(木)に全県教育長会議、同23日

(月)に県立学校長会議を開催しました。

教育長会議では、池田教育長があいさつ

の中で、平成26年度に策定された「新潟県

教育振興基本計画」の改定方針と平成30年

度の重点施策について５つの項目を中心に

説明しました。また、教育庁各課からの重

点施策の説明の後、「教職員の多忙化解消」

というテーマのもと、意見交換が行われまし

た 。

【全県教育長会議の様子】

県立学校長会議では、池田教育長が各学校

長に対して、「一人一人の個性に応じた、質

の高い豊かな教育の実現に向けて、教職員と

の信頼関係を構築しながら、一体となってよ

りよい学校づくりに邁進してほしい」と述べ

ました。
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教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

５月号
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＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：教員免許更新制の留意点について Ｐ２～５ 全種
３：移行期間における小学校の外国語教育について Ｐ６ 小
４：平成30年度尾瀬子どもサミットの参加者募集中です Ｐ７～８ 小中
５：佐渡金銀山を世界遺産に Ｐ９ 全種
６：地域連携・協働を推進する研修会について Ｐ 10 全種
７：実践力向上研修と各種支援の紹介 Ｐ11～13 全種
８：インフォメーション Ｐ14 全種



平成21年度にスタートした教員免許更新制

ですが、旧免許状所持者の修了確認や受講免

除等の申請は、第１～第８グループまで終了

しました。これまでに本県では、16,000人ほ

どの教員が申請手続を終え修了確認期限を更

新しました。また、最後のグループである第1

0グループの受講期間が２月に始まり、制度は

概ね順調に運営されているところです。

しかしながら、更新時期を勘違いし、更新

が必要な時期に更新しなかったために失職し

た教員もいることから、本号では教員免許更

新制の制度概要を改めてお知らせするととも

に、その注意点を説明します。

教員免許は、「新免許状」と「旧免許状」に

大別されますが、「新」「旧」の違いにより、

更新制度における取扱いが大きく異なります。

免許状の「新旧」の別を理解することが、免

許更新制を理解する第一歩と位置付けられま

す。

○新免許状：初めて教員免許状を取得する

方に、平成21年４月１日以降に授与され

た免許状を指します。新免許状には「有

効期間の満了の日」が記載されています。

○旧免許状：次の免許状を指します。

①平成21年３月31日以前に授与された免

許状

②①の免許状を所持する方に、平成21年

４月１日以降に授与された免許状

＊②の免許状には、「有効期間の満了の日」

は記載されていません。

したがって、免許更新制導入後に新たに免許

を授与されたとしても、それ以前に授与された

された免許状を所持している場合、「新たに授

与された免許状」であっても、制度上は「旧

免許状」に分類されます。

なお、「新免許状」を持つものを「新免許状

所持者」、「旧免許状」を持つ者を「旧免許状

所持者」といい、免許状を所有する者は、す

べての者がこのいずれかに属することとなり

ます。

１ 更新講習の目的と内容

更新講習は、教育に関する最新の知識技能

を身に付けることを目的としており、合計30

時間以上の講習を受講することが必要です。

その中身は、必修領域（６時間）、選択必修

領域（６時間）及び選択領域（18時間）とし、

現在の教育課題を適切に選択して学べるよう

になっています。

＜更新講習の種類＞

必修領域（６時間）

選択必修領域（６時間）

選択領域（18時間）

２ 必修領域、選択必修領域、選択領域

必修領域は、講習すべき内容が詳細に定め

られているため、受講する大学にかかわらず、

ほぼ共通の内容となっています。

選択必修領域は、所有する免許状の種類、

勤務する学校の種類等に応じ、選択して受講

します。なお、選択必修領域と選択領域は異

なる種類の講習ですので、履修間違いに注意

してください。

選択領域は、免許種別や学校種別の内容と

なっており、大学等により様々な講座が開設

されています。また、選択領域は６時間単位

で分割取得することが可能です。ただし、そ

の選択に当たっては、次に述べる注意点を守って

受講する必要があります。
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教員免許更新制の留意点について
義務教育課



第820号 平成30年５月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (3)

３ 選択領域における受講領域選択上の注意

点

選択領域を受講する場合、新免許状所持者

については、保有する「免許状」に対応した

講習を受講する必要があります。

これに対し、旧免許状所持者は、その者が

就いている「職」に対応した講習を受講する

必要があります。

例えば、小学校で教諭の職に就いている者

が、小学校教諭と養護教諭の免許状の両方を

所持している場合、旧免許状所持者と新免許

状所持者とでは、受講すべき講習に次のよう

な相違が生じます。（例１）

（例１） 新免許状 旧免許状

所 持 者 所 持 者

必 修 領 域 必須 必須

教 諭 向 け
必須 必須

選 択 領 域

養護教諭向け
必須 不要

選 択 領 域

これは、教員免許更新制において、旧免許

状の場合、それを持つ者ごとに管理されるの

に対し、新免許状では免許状ごとに管理され

るためです。

４ 更新講習の受講時期

更新講習の受講時期は、「新免許状所持者」

と「旧免許状所持者」とで大きく異なってい

ます。

○新免許状所持者の場合

授与の当初から、免許状の有効期間が

付与された免許状が授与されることとな

りますが、当該有効期間満了の２年２月

前から受講することができます。

○旧免許状所持者の場合

生年月日により、更新講習修了確認期

限（以下「修了確認期限」という。）が設

定されています。具体的には35、45、55

歳の年齢で迎える年度末の３月31日が修

了確認期限となるため、その２年２月前

から受講することができます。

５ 更新講習修了申請の申請期限

申請時期は、有効期間満了（旧免許状の場

合は修了確認期限）の２か月前（例えば平成

31年３月31日が有効期間又は修了確認期限の

場合、平成31年１月31日）が申請期限となり

ます。申請手続の時期について、毎年12月、

１月が大変混み合いますので、更新講習を受

講し「更新講習履修（修了）証明書」を受け

取ったら、早めに申請手続をしてください。

今後、新免許状所持者に該当する方が増加

してくることになります。

新免許状については、その有効期間の起算

点は、「新免許状の授与日」ではなく、「新免

許状の資格取得要件を備えた日」である点に

注意が必要です。

例えば、平成20年度に大学を卒業し平成21

年３月15日に学士の称号を受け、免許状取得

に必要な単位を修得していた方が、事情があって

平成27年４月１日に新免許状を授与された場

合、有効期間の起算点が平成21年３月15日（新

免許状の資格取得要件を備えた日）となるこ

とから、新免許状を授与されたばかりである

にもかかわらず、その有効期間は、平成21年

３月15日から10年後の年度末である平成31年

３月31日となるため、注意が必要です。

教員免許更新講習については、本県の場合、

「コンソーシアム新潟」が窓口となって、現

在は県内９大学（機関）により開講されてい

ます。次のWebページから更新講習を申し込む

ことができます。

コンソーシアム新潟Webページ

http://www.menkyokk-niigata.jp/

なお、コンソーシアム新潟以外にも、放送

大学による通信教育や、随時実施している桜

美林大学や公益財団法人才能開発教育研究財

団でのe-ラーニングによる更新講習などもあ
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りますので、状況に応じて活用してください。

放送大学更新講習Webページ

http://www.ouj.ac.jp/hp/kousin/

桜美林大学更新講習Webページ

http://www.obirin.ac.jp/kyomen/

才能開発教育研究財団Webページ

http://sainou.or.jp/e-learning/

免許更新制では、次の３種類の申請が用意

されています。免許保有者それぞれの状況に

応じて、対応してください。

１ 更新講習修了確認申請

更新講習を受講し、修了証明書（又は30時

間以上を履修したことを証明する複数の履修

証明書）を得たのちに行う手続です。

この手続を行うことにより、免許状の有効

期間を更新（新免許状の場合）し、又は修了

確認期限を10年間延長（旧免許状の場合）す

ることができます。

２ 更新講習免除申請

文部科学大臣又は県・指定都市教育委員会

などから、各教科の指導法又は生徒指導など、

持っている免許状に関する知識技能が優秀で

あるとして表彰を受けた方や、校長、副校長

など、教員を指導する立場にある方等が、更

新講習の免除対象者となります。

これらの方は、「更新講習受講免除申請」の

手続を行うことにより、有効期間を更新（新

免許状の場合）又は修了確認期限を10年間延

長（旧免許状の場合）することができます。

３ 免許状の有効期間の延長（又は修了確認

期限の延期）申請

有効期間の延長ができる者（現職の教員等）

に該当し、かつ出産、災害や海外派遣などの

定められた延長事由（延期事由）に該当する

など、その間、更新講習を受講できない客観

的な事情が認められる場合に、延長（延期）

申請することができます。

また、旧免許状所持者である現職教員は、

新たな免許状を授与された場合に、「修了確認

期限の延期申請」を行えば、当該免許状を授

与された日から10年間まで、修了確認期限を

延期することができます。

なお、新免許状所持者の場合は、新たな免

許状を授与された場合、すべての免許状の有

効期間が、最も遅い免許状の有効期間に自動

的に延期され、統一されることとなっていま

すので、旧免許状と異なり、延長申請を行う

必要はありません。しかし、常にすべての免

許状を手元に置き、自分の免許状の有効期間

を把握しておく必要があります。

１ 「うっかり失効」に注意

冒頭でも述べましたが、更新時期をうっか

り失念し、教員免許状を失効させる教員は、

現在でも毎年出ています。さらに、平成21年

４月１日以降に最初の免許を取得した「新免

許状所持者」の更新が本格的に始まる平成30

年からは、失効者が多数生じる可能性があり

ます。旧免許状の更新時期は、所持者の生年

月日で推測できますが、新免許状の更新時期

は本人以外分からない上、免許状を紛失する

と、本人でも分からなくなってしまうため、

本人も気付かず失効してしまう可能性がある

のです。この問題を「平成30年問題」と称し、

対策を講じているところです。

既に１度更新をした方も、２回目の更新時

期が近づいていますので、先に発行された「修

了確認（延期、免除）証明書」に付された修

了確認期限を確認し、期限の２か月前までに

申請手続を行ってください。２回目以降の申

請の際には、「修了確認（延期、免除）証明書」

の原本を提出しなければなりません。紛失し

ないよう注意してください。なお、「修了確認（延

期、免除）証明書」の原本の提出があれば、この証

明書に記載されている免許状については、「免許状の

写し（５号様式）」を提出する必要はありません。



第820号 平成30年５月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進します (5)

２ 所有免許状調査について

教員免許状は、全国統一の「教員免許管理

システム」で管理されています。このシステ

ムを活用し、教員本人と学校が免許更新の時

期を正確に把握できるようにすれば、「うっか

り失効」を防ぐことができます。現在のシス

テムは、個別の教員免許状の登録のみにとど

まっているため、昨年度初めて、所有免許状

調査を実施し、個別の免許状を保有者ごとに

まとめる「保有者情報整備」を行いました。

昨年度中に所属の学校を通して、個々に「所

有免許状確認票」が配付されていることと思

います。今一度、自身の有効期間満了の日（修

了確認期限）を確認してください。

また人事異動に際しては、この「所有免許

状確認票」を異動関係書類と共に転出先に送

付することになっています。各学校で確認願

います。

なお、所有免許状調査は毎年行う予定です。

今後のお知らせに注意してください。

幼稚園に教諭として勤務する場合、教員免

許状が必要となりますが、保育園に勤務する

場合は教員免許状は必要ありません。ただ、

１つの自治体や学校法人等が幼稚園と保育園

を共に有している場合は、異動等により、保

育園に勤務していた者が、新たに教員免許状

が必要な幼稚園勤務となる場合があります。

そのため、このような場合は、異動時に所

持する教員免許状が有効でなくなっているな

ど、不測の事態を招かないよう、保育園に勤

務する職員についても、状況に応じて、更新

講習を受講させることが必要となります。

なお、認可保育所の保育士は、更新講習の

受講対象者です。

認定こども園とは、幼稚園、保育所等のう

ち、次の機能を備える施設で、都道府県知事

が「認定こども園」として認定した施設をい

います。

①就学前の子どもに幼児教育・保育を提供

する機能（保護者が働いている、いない

にかかわらず受け入れて、教育・保育を

一体的に行う機能）

②地域における子育て支援を行う機能（全

ての子育て家庭を対象に、子育て不安に

対応した相談活動や、親子の集いの場の

提供などを行う機能）

認定こども園は、大きく、①「幼保連携型」

②「幼稚園型」③「保育所型」④「地方裁量

型」の４タイプに分けられます。原則として、

このすべてについて、幼稚園教諭と保育士資

格の両方を持つことが必要とされています。

特に、幼保連携型認定こども園の保育教諭、

講師、助保育教諭は、教育職員免許法におい

て「教育職員」と規定されていることから、

旧免許状所持者の場合、「更新講習受講義務者」

に該当します。このため、当該職名のまま、

更新しないで修了確認や有効期限の日を迎え

た場合、免許状が完全に失効しますので、注

意が必要です。

教員免許更新制は、その時々で教員として

必要な資質能力が保持されるよう、定期的に

最新の知識技能を身に付けることで、教員が

自信と誇りを持って教壇に立ち、社会の信頼

を得ることを目指しています。

本県でも、免許の更新を怠り免許状を失効

したり、有効な免許状を保持していなかった

ため失職した事例も発生しました。改めて自

分の免許状を確認し、教員免許更新講習の受

講など適切な時期に適切な手続を行うことに

より、有効な免許状が保持されるようお願い

します。
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平成32年度からの新学習指導要領の全面実

施に向けて、今年度からの２年間を移行期間

として、新学習指導要領の内容の一部を取り

扱うことになります。

中学年では年間15時間、高学年では外国語

活動の時間に15時間を追加した年間50時間を

実施する場合と、各学校の判断により、時数

や内容をさらに加え、新学習指導要領による

指導を先行して実施する場合があります。

いずれの場合も文部科学省が作成した教材

Let's Try!１，２（中学年用）とWe Can!１，

２（高学年用）を使用して指導することにな

ります。これらの教材に加えて、各学校には

指導編、デジタル教材が配布されています。

【外国語活動・外国語教材】

〇新教材の教材研究や活動の特色の把握

新教材では新しい題材や内容が扱われてい

ます。Let's Try!２では天候に関わる表現を、

We Can!１では三人称、We Can!２では過去形

を扱います。また、映像を見ながら、英語で

概要を捉えたり、英語の意味を推測する“Let

's Watch & Think”や読み聞かせをしながら

自分で読む活動へつなげる“STORY TIME”な

ど、多様な活動内容となっています。

また、デジタル教材を使用できるようにセ

ットアップするとともに、事前に使用してみ

ることが大切です。

【STORY TIME】 【Let's Watch & Think】

〇研修の充実

先生方が自信をもって授業に臨めるように、

県では「小学校外国語実践講座」等の外国語

活動に関する研修を実施しています。各学校

では文部科学省から公表されている「小学校

外国語活動・外国語 研修ガイドブック」等

を活用し、校内研修を充実させましょう。

〇「新潟県教育支援システム」の活用

教育月報４月号でお知らせした「新潟県教

育支援システム」で学習指導等の相談、投稿

された教材や指導案等の資料閲覧に活用して

ください。「研修ガイドブック」や関連する映

像資料もシステム上に掲載してあります。

先生方は、平成32年度からの新学習指導要

領の全面実施において、その目標と内容がし

っかりと指導できるように準備を行うことが

大切です。高学年用外国語教材“We Can！”

の“We”の意味には児童だけでなく教員も含

まれています。外国語活動の時間が児童と教

員が一緒に英語を学び、英語を使ってコミュ

ニケーションをする楽しさを互いに実感でき

る時間になるよう、自身の指導力の向上に取

り組んでいただきますようお願いします。

移行期間における小学校の外国語教育について
義務教育課
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この事業は、新潟・群馬・福島３県の小学

５年生から中学３年生までを対象に、環境教

育の一環として、尾瀬の自然をとおして、子

どもたちの自然保護に対する意識を高めると

ともに、３県の児童生徒の交流を図ることを

目的に平成６年度から毎年夏休みに開催して

います。

今年度は７月31日（火）～８月３日（金）

３泊４日で実施予定です。主な活動プログラ

ムと参加申込みについて紹介します。

［１日目］

尾瀬までは、魚沼から奥只見湖遊覧船を

利用します。昨年は、船の中で湖を泳ぐ熊

の様子について説明を受けました。

開会式・尾瀬レクチャー

・尾瀬での過ごし方について、尾瀬沼ビジ

ターセンター職員から学びます。

［２日目］

フィールド活動①

・班ごとに専門のガイドが付き、尾瀬沼周

辺の調査をします。珍しい昆虫や動植物

に触れ、参加者の目も輝いています。

全体交流会

・他県の参加者やスタッフとの交流を深め

ます。昨年は「地元クエスチョン」や尾

瀬の動植物名を使ったビンゴゲームで交

流しました。

［３日目］

フィールド活動②

・２日目に引き続いて尾瀬沼周辺を調査し

ます。

全体発表会

・フィールド活動で調べた内容を班でまと

めて発表します。

平成30年度尾瀬子どもサミットの参加者募集中です
生涯学習推進課

【フィールド活動の様子】

【全体交流会の様子】【奥只見湖遊覧船で話をく聞く様子】
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［４日目］

閉会式・知事報告会（県庁）

・学習や活動の成果を一人一人知事に報告

します。尾瀬での体験を踏まえ、知事か

らの質問にも答えます。

昨年度の参加者の感想を紹介します。

○初めてヤマネ（国の天然記念物）を見た。

動きが速くてすばしっこかった。ヤマ

ネが暮らせる環境を守っていきたい。

（小学６年 男子）

○尾瀬に来て虫や植物が大好きになった。

尾瀬にしか存在しない動植物にこんな

にたくさん出会えるなんて思わなかっ

た。（小学５年 女子）

○尾瀬の自然を守るために多くの人たち

の努力と工夫で今の尾瀬があることを

知った。自然を大切にするためにゴミ

を減らすことを心がけたい。

（小学６年 男子）

４月に市町村教育委員会等をとおして、小･

中学校、義務教育学校及び中等教育学校に募

集要項を送付しました。

各学校におかれては参加を希望する児童生

徒に配布をお願いします。学校を通じての申

込みとなりますので、参加申込みがあった場

合は教育庁生涯学習推進課に応募書類を送付

してください。

４日間、他県の異年齢の児童生徒と一緒に

行動し、交流を深めることで、子どもたちは

たくましく成長します。日常生活では得られ

ない貴重な体験ができます。

昨年度までの本県累計参加者数は429名に上

ります。３泊４日の活動に参加できて、自然

保護や動植物に関心のある児童生徒であれば

どなたでも参加可能です。

応募者多数の場合は抽選になりますが、兄

弟での参加も可能です。各学校でもぜひ参加

を勧めてください。当事業及び平成30年度の

募集につきましては、下記ホームページを御

覧ください。

http://www.pref.niigata.lg.jp/syogaigakushu/

【報告会の様子】

【全体発表会の様子】
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佐渡金銀山は、江戸時代以降、日本経済の

基盤となった金銀を豊富に産出し続けた日本

を代表する金銀山です。佐渡には、400年以上

に渡って営まれた鉱山に関する遺跡や町並み

が良好に残されており、県と佐渡市は、これ

らを人類共通の財産として守り、次世代へ継

承していくため、世界文化遺産の登録を目指

して取組を進めています。

平成18年度から佐渡金銀山の世界遺産登録

を目指して、調査研究や国文化財指定に向け

た取組を開始しました。

平成22年度には「金を中心とする佐渡鉱山

の遺産群」という名称で、世界遺産暫定一覧

表に記載され、正式な世界文化遺産候補とな

りました。

国内外の専門家の指導を受けながら推薦書

原案を作成し、平成27年度から国内推薦候補

の選定に挑戦してきました。残念ながら、こ

れまで推薦は実現できませんでしたが、改め

て今年度の推薦を目指して、推薦書原案の修

正に取り組み、３月に改訂版を文化庁へ提出

しました。

県内の子どもたちに佐渡金銀山の歴史や価

【道遊の割戸。上部の割れ目は江戸時代に人の

手によって掘られた露頭掘の跡です】

値を伝えるため、県と佐渡市では出前授業を

実施しています。平成29年度は県内の135校（県

114、市21）で実施しました。

平成30年２月12日に開催した世界遺産セミ

ナーでは、出前授業を受講した新潟市立庄瀬

小学校６年生のみなさんが、佐渡金銀山学習

発表を行いました。修学旅行で体験したこと

や佐渡金銀山の歴史・文化について、児童の

みなさん自らが制作したたらい舟やバスの模

型を活用し、寸劇を交えて楽しく紹介してい

ただきました。参加者からは「子供たちの真

剣な取組に感動した」「深く勉強しており、素

晴らしかった」などの感想が寄せられました。

【世界遺産セミナーでの学習発表の様子】

佐渡金銀山出前授業は、修学旅行の事前学

習としての活用のほか、通年で実施していま

すので、総合学習や社会科の授業などに幅広

く御活用ください。

世界遺産登録は、貴重な歴史遺産を未来へ引

き継いで行くことが目的です。将来、遺産を守

り伝えていく役割を担う子どもたちに、教育活

動を通じて佐渡金銀山の価値を伝えていけるよ

う、更なる御支援と御協力をよろしくお願いしま

す。

【お問い合わせ】

文化行政課世界遺産登録推進室

TEL 025-280-5726 FAX 025-280-5764

佐渡金銀山を世界遺産に
文化行政課
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当センターでは、地域と学校の連携・協働

や家庭教育支援等を推進するために、様々な

学習機会の提供や紹介を行っています。学校

職員の皆様には、以下の研修会に御参加いた

だき、教育活動の充実に役立ててください。

「人づくり」「地域づくり」「絆づくり」の

中核となる社会教育主事の資格を取得する講

習です。これからは、学校現場でも社会教育

主事の有資格者が求められてきます。

◇期間 平成31年１月21日～２月27日

◇会場 県立生涯学習推進センター

＊ 複数年かけての習得も可能です。必修科

目のうち大学で取得済みの単位があれば、

その受講は免除されます。

生涯学習に関する知識と理解を深めるとと

もに、地域との連携・協働の必要性や役割を

学び、学校と地域をつなぐキーパーソンとし

ての資質と能力の向上を図ります。

また、地域連携担当教員を有効に活用する方

法や地域との連携・協働を推進する学校経営

を学び、管理職としてのリーダーシップとマ

ネジメント力の向上を図ります。

①担当教員対象研修

（初めて担当教員になった教員等が対象）

５月11日（ユートピアくびき希望館）

５月14日（県立生涯学習推進センター）

５月17日（魚沼市中央公民館）

５月22日（あいぽーと佐渡）

②管理職等対象研修（行政担当者等も対象）

８月７日（聖籠町町民会館）

８月８日（魚沼市小出郷文化会館）

＊ ①の受講経験のある担当教員も、いずれ

かの研修を選択して受講してください。

学校と地域の連携・協働を進めるコーディ

ネーターを養成します。教員も参加対象です。

【県立生涯学習推進センター】

①７月13日 ②８月７日 ③９月６日

＊８月７日は、聖籠町町民会館で実施

【魚沼市地域振興センター】

①７月20日 ②８月８日 ③９月７日

家庭教育に関する基礎的な理論や技法につ

いて研修を行い、地域の家庭教育を支援する

人材を養成します。

①５月30日(燕市) 31日(魚沼市)

②６月19日(燕市） 22日(魚沼市）

③７月12日(燕市） 18日(魚沼市)

身近な地域における家庭教育支援を推進す

るため、地域・行政等で家庭教育をリードす

る人の資質向上を図ります。

①９月19日(村上市) 26日(上越市)

②10月17日(村上市) 19日(上越市)

③11月13日(上越市) 20日(村上市)

地域・家庭・学校・行政を結んだ生涯学習

による人づくり・地域づくりを進めるための

理論や技法を学びます。（生涯学習推進ｾﾝﾀ-）

９月21日「ファシリテーション能力の向上」

地域との連携・協働に関する御相談や情報

提供、研修会講師の紹介も行っています。お

気軽にお問合せください。 【ラ・ラ・ネット】

県立生涯学習推進センター

℡ 025-284-6110（代表）

http://www.lalanet.gr.jp/

地域連携・協働を推進する研修会について

県立生涯学習推進センター
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県立教育センターでは、各学校園の教科等

に係る校内研修等に指導主事を派遣し、実態

に即した実践的な指導力を身に付けることを

目的とした実践力向上研修を実施しています。

また、学校園、幼児児童生徒、保護者等か

らの要請に応じて、課題解決に役立つ情報提

供を行っています。

本号では、平成29年度に実施した実践力向

上研修と各種支援の取組を紹介します。

実践力向上研修は、各学校園の課題に応じ

た実践的指導力向上を目的に、県立教育セン

ターが指導主事を派遣し、校内研修等を支援

する研修です。講義・指導に当たる指導主事

の派遣に係る費用は、県立教育センターが負

担します。

教科以外の研修も受け付けています。昨年

度は、「主体的・対話的で深い学び」等、教科

に加え、「教育相談」等に関わる申込み数も増

加しています。

以下は、平成29年度の実践力向上研修にお

いて、「小学校・道徳」「中学校・外国語」「高

等学校・特別支援教育」「いじめ問題への対応

に関する研修」の事例を御覧ください。

１ 小学校 道徳

(1) 実施状況

柏崎市のある小学校では、校内研修に年３

回の実践力向上研修を組み込み、道徳の授業

改善に向けて取り組みました。１回目に全体

計画や別葉、年間指導計画の改善に向けた講

義や演習、２回目に公開授業の学習指導案検

討、３回目に公開授業と研究協議などを位置

付け、「考え、議論する道徳」を実現する手立

てについて活発な意見交換が行われました。

(2) 成果

３回の研修をとおして、主に３つの手立て

の有効性を確認することができました。

① 自分事で考えさせる資料や発問の工夫

資料の設定を改変し、考えるテーマをより

身近に感じさせたり自分の経験を想起させ

たりしながら、「あなたは〇〇をどう思う

か」「あなたならどうするか」などを問う

ことで、自己を見つめることを促し、ねら

いとする道徳的価値に対する考えを深めま

した。

② 考えを比較・整理する構造的な板書

「本当の〇〇」と「本当ではない〇〇」

の両面から考えさせた後、多様な考えを

比較しながら違いが整理された構成で板

書することが、子どもの学び合いを促し、

多面的・多角的な思考を引き出しました。

【多様な考えを比較・整理する板書の工夫】

③ 成長を実感させる道徳ノートの活用

毎時間継続的に、ねらいに対する振り

返りを道徳ノートに書かせ、道徳的価値

に対する自分の考えや思いを蓄積させて

いくことで、道徳性に係る成長を子ども

に実感させました。

継続した研修支援に基づく授業提案

が、深まりのある研究協議につながり、

実りある校内研修の機会となりました。

２ 中学校 外国語（英語）

(1) 実施状況

加茂市のある中学校では、全校体制で「主

体的・対話的で深い学び」の視点に立った授

業改善に取り組んでいます。特に「学び合い」

実践力向上研修と各種支援の紹介
県立教育センター
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が深い学びになるように、生徒同士の関わり

合いを促す学習過程の展開、課題の設定や振

り返り活動を工夫することに重点を置いてい

ます。

実践力向上研修では、管理職、養護教諭を

含めた様々な立場の教師が協議に参加し、指

導力の向上と質の高い学びの実現を目指しま

した。

(2) 成果

まず、９月の公開授業では、インタビュー

活動を通して、「話す力」を高める実践を行い

ました。ＡＬＴの故郷を紹介するという課題

設定、対話する力を高める帯活動を手立てに、

相手の話す内容に即してやり取りする姿が見

られました。一方で活動に対する生徒の目的

意識をもたせることに課題が残りました。

これを受け、10月には「書く力」を高める

実践を行いました。生徒がより目的意識と相

手意識をもってコミュニケーションが図れる

ように、ＡＬＴが納得できる国内旅行プラン

を提案する課題を設定しました。書いた英文

を読み合い、付箋を使ってアドバイスを送り

ながら互い

の表現を高

めている様

子が見ら

れました。

１回目の

課題を次の 【付箋を使って表現を高め合う様子】

実践の成果につなげた実践となりました。全

校体制で継続して授業改善に取り組んでいる

好例と言えます。

３ 高等学校 特別支援教育

困難事例に対して職員が協働的に問題解決

へ向かうことができるように、具体的な支援

方法を手軽に話し合うことができる「インシ

デント・プロセス法」を紹介しています。

(1) 実施状況

中越地方のある高等学校では、年間３回の

特別支援教育に関する研修のうち、今年度は

２回目の研修として「インシデント・プロセ

ス法」による事例検討会を行いました。

研修会では始めに「インシデント・プロセ

ス法」の実施方法を聞いた後、自校の生徒を

事例に小グループで情報収集や具体的支援方

法の話合いを行いました。話合いの後には考

えた支援策をグループ毎に発表し合い、情報

共有を行いました。

(2) 成果

研修会後の感想として担当者のもとに次の

ような感想がたくさん寄せられました。

○事例提供者は全職員に知ってもらうこと

で心理的負担が軽減され、少ない負担で

多くの支援策を入手できる。

○自分のクラスの生徒を事例として取り上

げることを希望する担任が増えた。

○生徒の見取りの共有化が進み、チームで

行う大切さを職員が実感できた。

○情報の出し合いや失敗の共有により、職

員の特別支援教育の知識や意識が向上し、

チーム力が向上した。

「インシデント

・プロセス法」研

修が職員の意識改

革と協働的問題解

決への一助とな

り、校内支援体制

の基礎となりました。

４ いじめ問題への対応に関する研修

(1)実施状況

教育相談に関する実践力向上研修の申込み

は25件あり、そのうちいじめ問題をテーマに

した申込みは３件でした。いずれも高等学校

における校内研修での講義・演習の依頼です。

内容はいじめ問題への早期対応や緊急時の

対応などで、中には年間３～５回実施するこ

とになっている校内生徒指導研修会の中に位

置付け、知識を拡充する目的のものもありま

した。

(2)研修内容

ある高等学校で実施した研修の内容を紹介

します。まず、いじめの定義や構造について

講義により理解を深め、組織的に対応するこ

【グループ協議の様子】
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との必要性を確認します。併せて、『いじめ防

止対策推進法』に基づいた組織的ないじめ対

応の流れが学校の『いじめ防止基本方針』に

反映されているか、具体的な役割分担や手続

きが明確になっているかを確認します。その

後、生徒への対応については、演習をとおし

て学ぶことが有効であると考えられるため、

ロールプレイを実施します。実施後はフィー

ドバックの時間を設け、参加者同士で対応を

振り返ります。研修後のアンケートからは、

研修が組織的な対応や生徒に寄り添った対応

を考える機会となったことがうかがえました。

このほか、児童生徒の人間関係の築き方や

ストレス対処法など、いじめの未然防止に係

る研修にも対

応します。御

活用ください。

幼児、小学生、中学生、高校生及びその保

護者や担任などを対象に、様々な教育相談を

行っています。ここでは、健康教育相談を中

心に紹介します。

１ 教育相談（来所、電話）

(1) 健康教育相談

○精神科医来所相談（来所のみ）

児童精神科医の見立てや考え方を学びなが

ら、対応について直接指導、助言を受けること

ができます。また、児童精神科医の見立てや考

え方を学ぶ学習会への参加のみも可能です。詳

しくは、県立教育センターwebサイトや電話で

御確認いただき、事前に電話で御予約ください。

【対象者】教職員（幼児児童生徒及び保護者

は該当しません）

【電話】025-263-9032

【受付】月曜～金曜 午前９時～午後５時

※祝日、年末年始を除く

【相談日時】６月21日（木）、11月８日（木）

２月７日（木）午後２時30分～４時30分

○『ほけんしつハートダイヤル』

幼児児童生徒や教職員の心身の健康問題

についての相談をお受けします。また、保

健室執務や健康教育等に関する支援や情報

提供を行います。

【電話】025-263-9032

【受付】月曜～金曜 午前９時～午後５時

※祝日、年末年始を除く

(2) 教育相談

不登校等、教育上の様々な悩みごとの相

談をお受けします。

○教育相談（来所、電話）

【電話】025-263-9029 ※来所相談は要予約

【受付】月曜～金曜 午前９時～午後５時

※祝日、年末年始を除く

○『 いじめ・不登校等悩みごと相談テレフ

ォン』

【電話】025-263-4737 ※電話のみでの対応

【受付】月曜～金曜 午前９時10分～午後４時

※祝日、年末年始を除く

(3) 特別支援教育相談

特別な支援を要する幼児児童生徒の様々

な相談をお受けします。

【電話】025-263-9030 ※来所相談は要予約

【受付】月曜～金曜 午前９時～午後５時

※祝日、年末年始を除く

２ その他

(1) 出前教育相談（訪問）

(2) 訪問教育相談（訪問）

(3) 土曜教育相談（来所）

※詳細は、県立教育センターwebページ「各

種支援活動」を参照。（http://www.nipec.nei

n.ed.jp/sc/seito_soudan/index.html）

各学校園が教育目標を具現化するために、課

題を把握し、その課題解決に向けて組織として

取り組むことが大切です。

県立教育センターでは、調査・研究、研修、

支援の３つの事業で新潟県教育に貢献します。

教育目標の具現化に向けて、御活用をお願いし

ます。

【研修の様子】
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページをクリック

すると、直接該当Webページﾞへジャンプしますので御活用く

ださい。Webページでも御覧ください。バックナンバーも御覧

になれます。「教育月報」で検索してください。

●県立近代美術館（長岡市）

企画展 「白寿 江口草玄のすべて」
戦後タテ社会の書壇に決別し、同志五人で墨人会を立

ち上げ書の革新に身を投じた江口草玄。江口の活動は書
作だけにとどまらず、子どもたちの書教育に向け『ひび
き』誌を発行したり、近古の書人の研究を進めたりして
きました。本展は、書
作品をはじめ、昭和30
年ベルギーの画家アレ
シンスキーが撮影した
映画の上映、研究等を
記した「山階通信」、「柏
崎ふるさとまつり」の
行灯に至るまで一世紀
に亘る作品と資料から
書人・江口草玄の生涯
すべてを辿る展覧会で 《野ばら》1950年(昭和25)

す。 新潟県立近代美術館・万代島美術館蔵

〇会 場 県立近代美術館 企画展示室
〇会 期 ５月26日（土）～７月１日（日）
〇休館日 月曜日（ただし祝日の場合は開館し、翌日休

館）
〇開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
〇観覧料 一般800円（600円）

高校・大学生600円（400円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が 免除
になります。受付で御提示ください。
※企画展開催中は、企画展観覧券でコレクション 展も
御覧いただけます。

■前売券情報■
一般600円
ミュージアムショップKINBI、BANBIほか県内各プレイ

ガイド等で５月25日（金）まで販売しております。お得
な前売券をお求めください。

県立近代美術館では学校向けの教育普及プログラムを用意していま

す。詳しくはこちらを御覧ください。

県立近代美術館
住所：長岡市千秋３丁目278-14
TEL：0258-28-4111
HP：https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立万代島美術館（新潟市）

「所蔵品展 ターニングポイント！
―人生、それぞれの“時”」

図版：宮芳平《自画像》1919年 新潟県立近代美術館寄託

美術家の人生におけるさまざまな転機に着目し、関
連する作品とともに創作の推移をたどります。進学、
卒業、就職、帰郷、転居、出会い、結婚などの機に臨
み、創作者としてどのような道を選び、人生を展開さ
せたのか。そして、それが創作にどのような影響をお
よぼしたのか。こうした視点に立って、作品に対すれ
ば、新たな感覚がうまれることでしょう。また、本年
は当館の開館15周年という節目にあたります。そこか
ら、「15歳のバンビ」と題する特集展示を併設し、当
館のこれまでの活動を振り返ります。

○会 期 ５月19日(土）～６月24日(日)
○休 館 日 ５月21日(月）、６月４日(月)、

６月18日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般310円(250円)

高校・大学生150円(120円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免除
になります。受付で御提示ください。

会期中のイベント
○美術鑑賞講座「美術家人生のターニングポイント!」
６月３日(日)14時～15時30分
講師：澤田佳三(当館学芸員)
会場：NICOプラザ会議室(朱鷺メッセ内万代島ビル

11階)
※申込不要・聴講無料・先着60名

○学芸員によるギャラリートーク
５月27日(日)、６月24日(日) 各回14時から
会場：万代島美術館展示室
※申込不要・要観覧券

５月７日(月)～５月18日(金)は展示替えのため休館し
ます。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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